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人口１７１３人 

（男）８４３人 

（女）８７０人 

 世帯数 

   ６３３世帯 

 ( H30.9.1現在) 

No157 

2018.10.1 

 

東
野
納
涼
夏
祭
り 

 
 

８
月
11
日
（
土
） 

前
日
ま
で
『
一
時
雨
』
と
の
天
気
予
報
が
発

表
さ
れ
、
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
心
が
け
の
良
さ
か
ら
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

地
域
内
外
か
ら
、
900

名
余
り
の
来
場
者
が
訪

れ
、
会
場
は
大
賑
わ
い
。
五
平
餅
や
焼
き
そ

ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
舌
鼓
し
、
飲
み
物
や

か
き
氷
で
涼
を
得
て
、
談
笑
し
た
り
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
達
は
、
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
や
金
魚

す
く
い
コ
ー
ナ
ー
に
大
行
列
。
今
年
登
場
し
た

ボ
ー
ル
す
く
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
真
剣
な
表

情
の
子
ど
も
達
。 

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
東
野
音
頭
、
ダ
ン
シ
ン
グ
・

ヒ
ー
ロ
ー
が
会
場
を
盛
り
上
げ
る
中
、
お
楽
し

み
の
大
抽
選
会
。
当
選
者
は
笑
顔
一
杯
で
大
喜

び
。 地

域
住
民
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
の
少
な
く

な
っ
た
昨
今
。
多
く
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

自

治

会

長
、
実

行
委
員
・
自
治
連

の
皆
さ
ん
な
ど
、

多
く
の
方
々
が
運

営
に
携
わ
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
早
い

時
間
か
ら
準
備
を

し
て
頂
き
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。
感

謝

申

し

上

げ

ま

す
。 

第３７回 東野納涼夏祭り開催 
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 東野小学校のみなさ
んが盆踊りに参加してくれ
ました。東野小学校のみ
なさんは、7月11日（水）に
東野音頭の練習をしまし
た。ささゆり会の土方千恵
子さん、小栗千津子さ
ん、神谷正枝さんを講師として踊りのコツを習いました。
児童は「右右、左左、下がる、下がる・・」と手振りや足
運びを声に出しながら熱心に取り組んでいました。高学
年は一年ぶりの東野音頭でしたが、すぐに思い出し、夏
祭りに向けて練習しました。  

夏祭りの成功を支えて頂きました 
 多くの皆さんが夏祭りを楽しんで
いた同時刻、交通安全協会の皆さ
んや消防団の皆さんは、安全巡視
や花火の警戒のため、それぞれの
持ち場につき、祭り会場周辺の警

備、打ち上げ会場周辺の
非常線の設置、警備を
行っていただきました。  
 人の目につかない場所
で働い下さる皆さんに感
謝です。 

子どもクイズで盛り上がる子ども達 

会場を盛り上げてくれたフラダンス 

名
調
子 

宮
夫
さ
ん 

ポップコーンの無料配布 
消防団の皆さん 

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い 

お
も
ち
ゃ
の
販
売 

東
雲
会
の
皆
さ
ん 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

午
後
か
ら
の
祭
り
会
場
の
設
営
、
各
バ
ザ
ー
で
の
販
売
や

お
客
さ
ん
へ
の
対
応
、
後
片
付
け
と
多
岐
に
わ
た
り
ご
助

力
頂
い
た
自
治
会
長
さ
ん
、
こ
ど
も
園
や
小
学
校
関
係
者

の
皆
さ
ん
、
虹
の
会
や
東
野
各
関
係
団
体
の
み
な
様
等
、

多
方
面
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
助
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
東

野
の
凝
集
力
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
凝
集
力
が
地
域

の
絆
を
生
み
出
し
、
災
害
に
強
い
地
域
を
作
る
源
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
市
長
さ
ん
の
挨
拶
の
中
に
あ
った

よ
う
に
、
「災
害
に
強
い
地
域
は
、
祭
り
が
盛
ん
！
」を
実

証
す
る
の
が
東
野
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
鏡
開
き 

 

丸
山
大
会
会
長
、
三
宅
実
行
委
員
長
の
挨
拶
終
了
後
、

ご
来
賓
の
水
野
県
議
会
議
員
、
千
藤
市
議
会
議
員
、
小
坂

市
長
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

「
一
、
二
、
三
！
」
の

か
け
声
に
合
わ
せ
、
ご

来
賓
の
皆
様
と
大
会

長
、
実
行
委
員
長
で
鏡

開
き
。 

 

鏡
開
き
を
合
図
に
し

て
、
第
37

回
東
野
納

涼
夏
祭
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

東野音頭の練習 
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平成28年台風第10号による水害では、死者・行方不明者27人が発生する等、東北・北海道の各地で甚大な被害が
発生しました。特に、岩手県岩泉町では、グループホームが被災し、入所者9名が全員亡くなる等、高齢者の被災が相
次ぎました。高齢者施設で、適切な避難行動がとられなかったことを重く受けとめ、高齢者等が避難を開始する段階で
あるということを明確にするため、それまでの「避難準備情報」を「避難準備・高齢者等避難開始」に名称変更すること
にしました。 ７月２９日や９月４日には台風の接近に伴い恵那市でも避難準備・高齢者等避難開始の情報が発表され
ました。 

 ７月６日に発生した平成30年７月豪雨（西日本豪雨）では死者・行方不明者併せ２００名を超える大災害と

なりました。被害に遭われたみな様にお見舞い申しあげます。 

 今回の豪雨では、岐阜県を始め１１府県に特別警報が発令される異常な事態となりました。この機に特別警

報や避難準備情報について改めて考えてみます。 

（変更前）  （変更後）  

避難勧告や避難指示（緊急）を発令

することが予想される場合 

災害による被害が予想され、人的

被害が発生する可能性が高まった

場合 

災害が発生するなど状況がさらに悪化

し、人的被害の危険性が非常に高まっ

た場合 

避難準備・高齢者等避難開始 避難勧告 避難指示（緊急） 

・避難に時間を要する人（ご高齢の

方、障がいのある方、乳幼児等）

とその支援者は避難を開始しま

しょう。 

・その他の人は、避難の準備を整え

ましょう。 

･速やかに避難場所へ避難をしま

しょう。 

・外出することでかえって命に危険が 

 及ぶような状況では、近くの安全な 

 場所への避難や、自宅内のより安 

 全な場所に避難をしましょう。 

･まだ避難していない人は、緊急に避 

  難場所へ避難をしましょう。 

 ・外出することでかえって命に危険が  

   及ぶような状況では、近くの安全な場 

   所への避難や、自宅内のより安全な 

   場所に避難（垂直避難）をしましょう。 

  

 数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測したり、解析（気象レーダーと地上

の雨量計を組み合わせた分析）したりしたときに、各地の気象台が発表します。 

 その基準は、1時間雨量歴代1位または2位の記録を参考に、気象台が決めます。この情報

は、大雨警報発表中に、現在の降雨がその地域にとって土砂災害や浸水害、中小河川の洪水

害の発生につながるような、めったに観測しない雨量であることをお知らせするために発表する

もので、大雨を観測した観測点名や市町村等を明記しています。 

  土砂災害警戒区域や浸水想定区域などにお住まいの方は、恵那市の避難情報を確認し、避難勧告等が発令されて

いる場合には速やかに避難を開始してください。 

 

 「避難準備・高齢者等避難開始」とは？ 

 記録的短時間大雨情報とは？ 
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郷
土
東
野
村
の
い
ろ
は
歌 

 

原
本
は
昭
和
16
年
に
東
野
小
学
校
の
三
宅
道
一
朗

（
渓
声
）
先
生
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
郷
土
東
野
村
」
で

す
。
昭
和
57

年
に
下
大
門
の
伊
藤
常
光
さ
ん
が
タ
イ
プ
印

刷
で
復
刻
さ
れ
た
も
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

残
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
の
東
野
の
様
子
が
伺
い
知
れ
る
の

が
、
こ
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
い
ろ
は
歌
」
で
す
。

こ
の
う
ち
い
く
つ
の
意
味
が
分
か
り
ま
す
か
？ 

※
（ 

）
の
文
は
、
は
当
方
で
記
述
し
ま
し
た
。 

 

い
：
古
の
五
輪
の
数
や
四
十
二
基 

ろ
：
六
地
蔵
は
疫
病
よ
け
の
供
養
塔 

は
：
春
の
雨
竹
林
庵
や
夢
の
跡 

に
：
日
本
一
蚕
種
製
造
東
野
村 

ほ
：
保
古
池
の
水
は
潤
う
百
町
歩 

 

へ
：
兵
隊
さ
ん
今
日
も
銃
後
は
大
丈
夫 

と
：
図
書
館
に
文
読
む
友
や
文
化
村 

ち
：
忠
魂
碑
て
が
ら
の
後
や
し
の
ば
る
る 

り
：
林
道
を
上
り
て
行
け
ば
四
十
八
滝 

ぬ
：
ぬ
う
て
行
く
汽
車
は
山
路
を
幾
廻
り 

る
：
る
り
色
の
空
に
銀
翼
秋
葉
山 

を
：
大
堰
湯
明
和
飢
饉
に
作
り
け
り 

わ
：
我
が
村
の
生
命
線
は
米
と
繭 

か
：
学
校
は
海
抜
三
百
十
メ
ー
タ
ー 

よ
：
良
き
村
を
尚
よ
く
築
け
新
体
制 

た
：
誰
か
知
る
小
野
川
洞
の
正
源
寺 

れ
：
歴
史
を
学
べ
村
を
知
れ 

そ
：
其
の
昔
地
蔵
が
平
の
定
連
寺 

 

つ
：
つ
ぐ
み
鳥
舎
保
古
峯
山
に
火
の
見
ゆ
る 

ね
：
熱
と
汗
銃
後
を
守
れ
鍬
い
く
さ 

な
：
南
朝
の
昔
を
し
の
ぶ
五
輪
塚 

 

ら
：
ラ
ジ
オ
は
村
に
五
十
五
戸
（
電
話
を
所
有
す
る
の
は
十
四
戸
で
し
た
） 

む
：
村
に
八
社
の
鎮
め
あ
り 

う
：
鶯
に
花
無
山
の
春
を
知
る 

ゐ
：
ゐ
ざ
り
立
つ
地
蔵
が
平
の
地
蔵
尊 

 

の
：
野
は
広
し
牧
場
の
高
原
保
古
湖
畔 

お
：
思
い
出
す
山
本
風
穴
藤
川
翁 

く
：
雲
宮
、
宮
前
、
天
王
前
、
御
所
前
、
大
門
、
陣
屋
跡 

や
：
山
論
の
鎮
の
森
や
三
尺
坊 

ま
：
学
舎
の
児
童
は
三
百
八
十
人 

 

（昭
和
13
・
14
年
は
尋
常
科
・高
等
科
合
計
384

名
） 

け
：
境
内
に
古
き
大
木
八
坂
神 

ふ
：
冬
の
業 

寒
天 

紙
す
き 

シ
ク
ラ
メ
ン 

こ
：
小
野
川
の
薬
師
は
美
濃
の
三
薬
師 

え
：
恵
東
座
は
村
に
一
つ
の
娯
楽
場 

て
：
天
然
記
念
物
の
山
椒
魚 

あ
：
阿
木
川
の
若
鮎
太
る
解
禁
日 

さ
：
栄
え
行
く
平
和
の
村
や
三
百
戸 

き
：
記
念
林
金
原
翁
や
山
の
富 

ゆ
：
豊
か
な
る
村
を
眺
め
て
汽
車
走
る 

め
：
名
所
の
花
無
保
古
の
沼
世
に
も
名
高
き
蚕
村 

み
：
道
と
水 

村
の
誇
の
あ
る
所 

し
：
正
保
に
開
基
と
い
わ
る
宗
久
寺
（
正
し
く
は
元
和
２
年
） 

ゑ
：
笑
顔
な
る
父
老
に
ま
み
ゆ
勝
戦 

ひ
：
東
野
に
西
尾
伊
藤
は
五
十
一 

も
：
桃
井
氏
が
祖
神
を
祀
る
鷲
の
宮 

せ
：
千
俵
の
供
出
米
や
開
墾
村 

す
：
す
ぎ
し
年
畑
を
田
に
せ
る
畑
田
井
場 

ん
：
運
動
場
面
積
四
反
四
畝
半 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
千
六
百
年
の
秋 

渓
声 

 
 
 

 

「
ま
」
の
東
野
小
学
校
は
昭
和
13

年
（
1938

年
）
に
は
尋

常
科
・
高
等
科
（
現
在
の
中
一
・
二
）
を
合
わ
せ
て
384

名

の
子
ど
も
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
東
野
小
学
校
の
そ
の
後
の
児
童
数
の
推
移
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。 

 

 今から300年ほど前に東野の孫九郎という百姓が、白
坂と茄子川の境の「水の手」で、柴刈りをしていると、
茄子川の百姓から「ここは、わしらの山だから出て行
け。」と怒鳴られました。孫九郎は「ここは東野村の分
だ。」と主張しました。今度は、数日後、茄子川や大井
の人たちが水の手で柴刈りをしていると聞いた東野の人
たちは、大勢で水の手へ行き、大井や茄子川の人達の鎌
を取り上げてしまいました。  
 茄子川の庄屋が岩村藩に「水の手山は茄子川の山なの
に、東野村の人は自分たちの山だと言い、柴を刈って困
ります。」と訴えました。東野の庄屋が自分たちの山だ
と書状を出しても、話し合いはつきませんでした。この
ようなことを繰り返しているうちに、茄子川等の庄屋
が、江戸の奉行所へ、保古山等を含む範囲について訴え
たため、大変大きなもめ事になってしまいました。東野
の人も江戸に呼ばれ、評定所で山の境の地図を見せまし
たが、茄子川の地図とは大きな食い違いがあました。評
定所から双方で話し合い、山の境界線の地図を差し出す
よう命ぜられました しかし、お互いに自説を主張する
ため、地図は完成しませんでした。地図の作成があまり
に遅れるため評定所に呼び出されました。東野村の組頭
の善右衛門は相手が完成しない理由を言いましたが、これが 

言い訳に聞こえてしまい、牢屋に入れられてしまいました。  
 善右衛門が牢屋に入れられて３ヶ月たってもまだ地図は出
来ません。 
 とうとう家臣に立ち会ってもらい作成することになり、意
見が合わないところは、実際に山に行って実地調査をした上
で決定するということにしました。 
 江戸の評定所の役人は、その年の６月、実地調査をたと
き、役人の矢立の水がなくなってしまいました。そこで役人
が、「水の出ておるところはないか。」と尋ねましたが、茄
子川の村人はお互いに顔を見合わせているだけでした。しか
し、東野の村人は「こっちに水が出ておるところがございま
す。」と言って役人達を案内しました。昔から東野村の山で
あったから水の湧き出る場所を熟知していたのです。 
 裁判は８月に江戸で行われました。奉行所では、双方の村
へ境界線を明確に書き込んだ地図を渡しました。矢立の水の
一件もあり、地図はほとんど東野村の言い分が通り、両村の
境界線争いは終止符を打ちました。裁判の報告を岩村藩に行
い、すべてが片づいたのは9月13日（19日の記述の書物も
ある）でした。 
 村の代表の努力で、東野の
奥山の境界がはっきりしたこ
とは、村にとって忘れること
が出来ないことでした。この
日をお祝いして、境界線の近
くの錠（じょう）が峰に石堂
をたてて、お祭りをしたと言
われています。これが現在の
城ケ峰神社です。 
   （一部省略しました。） 城ケ峰神社 

保古の湖 

 歴史的に東野と山は切っても切れない縁があり

ます。あまり知られていない山争いに関わる昔話

があります。昭和44年、東野小学校発行「私たち

の郷土－東野の昔と今」を参考にまとめました。 
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花
無
山
句
会 

平
成
30

年
8

月
24

日 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
川 

芳
子 

 
 

熱
帯
夜
山
城
跡
の
能
狂
言 

 
 

終
戦
日
す
い
と
ん
汁
も
遠
く
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
木
伊
都
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

甚
平
の
父
に
抱
か
る
る
甚
平
の
児 

 
 

バ
ス
に
乗
り
た
た
む
日
傘
の
日
の
匂
ひ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
本
は
る
か 

 
 

涼
風
に
子
等
た
わ
む
れ
て
草
野
球 

 
 

木
立
蔭
ア
メ
ン
ボ
泳
ぐ
坊
し
ず
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
藤 

猛
司 

 
 

ど
ん
よ
り
と
真
夏
の
夜
の
夢
赤
き
星 

 
 

世
の
中
は
台
風
ま
で
も
逆
走
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
藤 

恵
三 

 
 

踊
歌
流
れ
て
夜
店
支
度
せ
り 

 
 

控
え
目
と
決
め
て
晩
節
茗
荷
汁 

 
 
 
 
 
 
 
 

文 

芸 
水
泳
教
室 

 

８
月
２
日
（
木
）
多
治
見
西
高
校
水
泳
部

の
皆
さ
ん
が
、
東
野
小
学
校
プ
ー
ル
で
水
泳

指
導
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
で

し
た
が
、
地
下
水
を
使
っ
た
プ
ー
ル
の
た

め
、
快
適
に
練
習
で
き
ま
し
た
。 

 

速
く
き
れ
い
に
泳
ぐ
高
校
生
の
姿
を
見
て
、
泳
ぐ
こ
と
へ
の

あ
こ
が
れ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
を
期
待
し
て

待
っ
て
い
て
く
れ
た
子
ど
も
達
も
、
日
々
、
速
く
泳
ぐ
た
め
に

練
習
し
て
い
る
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
の
指
導

の
お
か
げ
で
、
短
時
間

で
う
ま
く
泳
ぐ
こ
つ
を

覚
え
ま
し
た
。 

 

夏
休
み
中
に
も
っ
と

上
達
す
る
ぞ
と
、
新
た

な
目
標
を
口
に
し
て
い

ま
し
た
。 

飯沼川川遊び（マスつかみ） 

台風１２号接近に伴い、今年度も川遊び（マスつか

み）は中止になってしまいました。毎年この行事を楽

しみにしている小学生からは残念がる声が聞かれまし

た。川遊びの機会が少なくなったこの頃、自然と触れ

合う貴重な機会だっただけに残念でした。来年こそ是

非実施したいと思います。今回も、川遊びに備え、

「飯沼川を通じて郷土愛を育てる会」の皆さん二十数

名と東野青少年育成会議の皆さんが、猛暑の中、１時

間以上の長時間、汗びっしょりになりながら河川敷の

草刈り、清掃を実施し

て下さいました。 

地域の多く皆様方が

子ども達を支えて頂い

ていることを実感しま

した。いつもありがと

うございます。 

平成30年度 夏休みこども講座開催 

 恵那市全域の子どもを対象に全
41の夏休みこども講座が開催され
ました。東野コミセンでも３講座
が予定されました。残念ながら、
アウトドアクッキングは、台風12
号接近のため中止になりました
が、「絵本を作ろう」と「エコク
ラフトで作る」の2講座が開催できました。 
 東野の子どもだけでなく、他地域からも集まり、「絵本
を作ろう」は、7月25日、8月1日の両日に渡って、絵本の

作り方、絵のレイアウトなどを習い
早速制作開始。思い思いにストー
リーを決め、内容に合った大きさの
絵本を作りました。8月5日に行わ
れたエコクラフトでは、クラフト
テープを使い、かわいらしいハロ
ウィンのカボチャなどの飾りを作り
上げました。  

すごいな～ 
 

 
 

 

こ
の
軸
は
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ロ

ビ
ー
奥
の
陳
列
ケ
ー
ス
に
展
示
し
て
い
ま

す
。 

 

作
者
は
町
野
華
城
（
か
じ
ょ
う
）
と
い 

い
ま
す
。
地
元
、
久
須
見
出
身
の
画
家
。 

本
名
は
栄
太
郎
。
前
田
青
邨
と
東
京
へ
出 

ま
し
た
。
二
人
は
本
郷
に
住
み
、
華
城
は 

松
本
楓
湖
に
師
事
し
ま
し
た
。
岐
阜
の
金
華
山
に
ち
な
み
「
華 

城
」
を
雅
号
と
し
ま
し
た
。
展
覧
会
で
出
品
し
た
「
後
三
年
の
役 

衣
川
の
八
幡
太
郎
義
家
」
の
絵
が
、
時
の
皇
太
子
の
買
い
上
げ
に 

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
華
城
は
後
に
地
元
に
帰
り
、
画
家 

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
絵
の
箱
に

楠
公
桜
井
の
別
れ

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
初
期
の
湊
川
の
戦
い
の
前
に
桜 

井
で
行
わ
れ
た
と
い
う
、
楠
木
正
成
、
正
行
親
子
の
今
生
の
別
れ 

を
題
材
に
し
た
も
の
で
す
。
自
分
は
こ
の
ま
ま
戦
う
が
、
正
行
は 

戦
に
加
わ
ら
ず
、
朝
廷
に
忠
誠
を
誓
う
よ
う
正
成
が
息
子
に
諭
す 

場
面
で
す
。
こ
の
題
材
は
敗
戦
ま
で
は
国
語
や
修
身
の
教
科
書
に 

掲
載
さ
れ
て
い
て

当
時
の
人
々
に
は
有
名
だ
っ
た
そ
う
で
す

 

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
下 

さ
い
。 

うまく出来ないなー 

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
宝
物 

東野音楽祭 バザーもやるよ 
 開場12時30分 開演１3時     

   東野小学校体育館 入場協力券500円 

ゲスト･･

チャスカ

津軽民謡  中村 優佑さん 

  ※第２部では小学校５・６年による合唱   

    と器楽演奏があります。 

9:00～15:30 バザー 

  シクラメン等の販売 

           午前9時30分～       

  

     

11:00～ 五平餅販売 

※文化作品の展示は２月に行います。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1533714971/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuYWMtaWxsdXN0LmNvbS9tYWluL2RldGFpbC5waHA_aWQ9MTA4Mjg5MyZhbXA7d29yZD0lRTMlODIlQjclRTMlODIlQUYlRTMlODMlQTklRTMlODMlQTElRTMlODMlQjMlMjglRTYlQjAlQjQlRTUlQkQlQTklMjk-/
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１０・１１月の予定 

10月 13日（土）城ケ峰神社祭礼 

   21日（日）東野住民ふれあい体育祭 

   28日（日）東野歌舞伎公演 

11月 ４日（日）バザー・音楽祭 

   23日（金・祝）白坂・豊受神宮祭典 

＊11月末 （１世帯550円） 

七
夕
の
笹
飾
り 

こ
ど
も
園
・
小
学
生
・
乳
幼
児

学
級
の
親
子
の
み
な
さ
ん
が
、
い

ろ
い
ろ
な
願
い
事
を
書
い
て
く
れ

ま
し
た
。 

み
ん
な
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ

う
に
。 

 

 

コ
ミ
セ
ン
・
地
域
の
話
題 

 

夏
休
み
社
会
見
学 

 

 

青
少
年
育
成
会
議
の
主
催

で
、
平
成
25
年
か
ら
始
ま
っ

た
社
会
見
学
も
今
回
で
６
回

目
と
な
り
、
夏
休
み
の
恒
例

行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
小
中
学
生
27

名

と
保
護
者
他
8

名
が
参
加
し

ま
し
た
。
学
校
や
家
庭
で
は

な
か
な
か
行
く
機
会
の
少
な

い
愛
知
ヤ
ク
ル
ト
工
場
と
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
自
動
車
の
歴
史
や
こ
れ
か
ら
の

自
動
車
を
見
た
り
、
自
動
車
生
産
技
術
を
応
用
し
た

乗
り
物
を
運
転
し
た
り
し
ま
し
た
。 

 

ヤ
ク
ル
ト
工
場
で
は
、
高
速
で
生
産
さ
れ
る
ヤ
ク

ル
ト
の
生
産
現
場
を
見
て

び
っ
く
り
す
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。
毎
日
目
に
す
る
食

品
生
産
の
様
子
に
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
は

小
学
生
の
面
倒
を
よ
く
見
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

防
災
訓
練
実
施 

 

９
月
２
日
（
日
）
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
Ｍ
9.0

）

が
発
生
し
、
恵
那
市
に
お
い
て
も
最
大
震
度
６
弱

の
揺
れ
が
あ
っ
た
と
の
想
定
の
も
と
、
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
初
め
て
小
学
生
・

中
学
生
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

８
時
の
訓
練
の
開
始
の
放
送
を
聞
き
、
直
ち
に

自
治
会
毎
に
指
定
一
時
避
難
場
所
に
集
合
。
住
民

の
安
否
確
認
と
要
支
援
者
の
状
況
把
握
を
行
い
ま

し
た
。 

 

こ
の
後
、
午
前
９
時
ま
で
に
自
治
連
役
員
・
自

治
会
長
・
消
防
団
・
恵
那
東
中
の
生
徒
の
皆
さ
ん

60

名
ほ
ど
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集

合
。
各
自
治
会
の
安
否
情
報
を
報
告
後
、
訓
練
開

始
。 

 
丸
山
文
憲
自
主
防
災
隊
隊
長

（
自
治
連
会
長
）
の
挨
拶
。
広
田

神
社
の
沢
崩
れ
や
地
蔵
平
の
山
崩

れ
に
よ
っ
て
地
蔵
が
何
度
も
埋
ま

り
、
現
在
は
宗
久
寺
に
安
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
等
を
例
に
、
東
野
に

も
何
度
も
土
砂
災
害
が
起
き
て
い

る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
作
成
、
負
傷
者

の
移
動
、
救
急
救
命
訓
練
、
土
の

う
作
成
等
総
括
情
報
、
避
難
誘

導
、
救
助
救
護
、
消
火
水
防
、
給

食
給
水
の
五
班
に
分
か
れ
多
様
な

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

始
め
て
参
加
し
た

中
学
生
も
、
大
人
と

一
緒
に
訓
練
を
行

い
、
防
災
に
つ
い
て

具
体
的
に
学
び
ま
し

た
。 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
、
定
期
的
に
訓
練
を
行

う
こ
と
や
、
正
し
い
情
報
を
い
ち
早
く
入
手
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 東野ひとづくりこども教室 延べ124名参加   

 例年、東野まちづくり委員会では小学校の夏休み
に小学生を対象にして、こども教室を開催していま
す。 
 今年も1年生から6年生まで多くの児童が参加して
くれました。普段の教室での授業と違い、異年齢で
工作や調理に取り組みました。初めて取り組む銅板

画や低学年向けの紙工作、道具を使った巣箱作り、「ごはんでピザ」作りを行いま
した。最初は四苦八苦でしたが、すぐにコツをつかみ、上手に作ることができまし
た。 
 できた作品をコミュニティセンターで飾ると伝えると、「すぐにお家の方に見せ
たいので、持って帰りたい。」と話す子どももいました。会心の出来だったようで
す。 
 学習の時間は３日間設定しました。子ども達は学校からの課
題や自主学習に取り組みました。高学年になると低学年に教え
る姿も見られ、頼もしく感じました。また、中学生ボランティ
アも来てくれて、小学生に工作の手伝いをしたり勉強を分かり

やすく教えたりしていました。中学生から小学生に、東野の良き伝統が確実
に受け継がれています。 
 講師の皆さん、ボランティアの皆さん、ご指導ありがとうございました。 

7月25日 銅板画と紙工作32名 
8月  8日 木工作33名 
8月15・16日 料理 延べ22名 

延べ114名 

８
月
22

日
（
木
） 

東
野
小
学
校
「
夏
休
み
一
研
究
一
作
品
展
」 

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
て 

 
 

恒
例
と
な
っ
た
東
野
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
夏
休

み
の
作
品
展
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

８
月
28
日
（
火
）
か
ら
９
月
９
日
（
日
）
ま
で
展

示
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
展
示

と
い
う
こ
と
で
、
来
館
さ
れ
る
多
く
の
方
に
見
て
頂

く
こ
と
が
出
来
、
「
ア
イ
デ
ア
が
す
ご
い
ね
」
「
よ

く
考
え
て
あ
る
ね
」
「
上
手
な
作
品
ば
か
り
だ
ね
」

「
５
・
６
年
生
の
作
品
を
見
る
と
成
長
し
た
事
が
よ

く
分
か
る
ね
」
な
ど
、
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
創
意
工
夫
が

一
杯
の
力
作
で
し
た
。 

紙工作 

銅板画 

木工作 料理教室 

ヤクルト工場で説明を聞く参加者 
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平成30年度後期市民講座について 

東野コミュニティセンター開催予定の後期市民講座一覧 

講座名 対象 講座内容 回数 時間・初回日 

赤尾先生の楽しいウォー

キング＆トーキング 

一般 

30名 

赤尾先生との会話を楽しみながら東野

内外を散策します 
10 

10：00～12：00 

10/12（金） 

楽しい親子ヨガ 
母子 

10組 

親子でヨガをして体をリフレッシュさ

せましょう 
1 

10：30～12：00 

3/22（金） 

楽々囲碁 
一般 

10名 

若い方、女性もぜひご参加ください。 

自分に合った打ち方ができます 
2 

14：00～16：00 

3/9（土） 

四海巻き寿司作り 
一般 

10名 

今晩の一品にいかがでしょうか？彩を

添えるお寿司です。男性もぜひ！ 
1 

13：00～15：30 

3/13（水） 

創作からすみ作り 
子ども 

12名 

富士山の形ではない、オリジナルの形

のからすみを楽しく作りましょう 
1 

10：00～12：30 

3/16（土） 

アロマバストケア 
一般女性 

12名 

バストケアの実践、ネイル用キュー

ティクルアロマオイルを手作りします 
1 

10：00～12：00 

3/15（金） 

ハンドメイド・ハーバリ

ウム子供向け 

子ども 

10名 

ひとり2本作成します 

記念品・贈り物としてもどうぞ！ 
1 

10：00～12：00 

3/23（土） 

ハンドメイド・ハーバリ

ウム大人向け 

一般女性 

10名 

ひとり2本作成します 

記念品・贈り物としてもどうぞ！ 
1 

14：00～16：00 

3/16（土） 

多肉植物の寄せ植え 
一般 

15名 

ぷくぷくとかわいい多肉植物でご自宅

を飾りませんか？ 
1 

13：30～15：30 

3/19（火） 

クラフトウッドスプーン 
子ども 

15名 

オリジナルのスプーンを木から手作り

します 
1 

9：00～12：00 

3/3（日） 

布花アートフラワー 
一般 

15名 

布を染め、葉や花びらを切ってコサー

ジュを作ります 
2 

19：00～20：30 

3/6（水） 

 

平
成
30
年
度
後
期
市
民
講
座
は
、

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
規

模
改
修
の
た
め
、
屋
外
の
講
座
を
除

き
改
修
工
事
終
了
後
の
三
月
の
み
の

開
講
と
な
り
ま
し
た
。 

 

後
期
市
民
講
座
は
初
め
て
東
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
お
招
き
す

る
講
師
の
方
々
を
は
じ
め
、
新
し
い

講
座
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
東
野

地
域
の
皆
様
の
趣
味
や
教
養
を
高
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。 

 

既
に
定
員
間
近
の
講
座
も
ご
ざ
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
受
講
に

余
裕
の
あ
る
講
座
に
つ
き
ま
し
て

は
、
開
講
日
ま
で
募
集
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
東
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

来
年
度
の
前
期
市
民
講
座
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ま
た
改
め
て
企
画
・
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
か
ご

意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
東
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ハーバリウム 
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東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
委
員
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 

 

編
集
後
記 

 

今
年
の
夏
は
水
害
や
猛
暑
、
相
次
ぐ
台
風
と
自
然
災
害
が
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
最
高
の
気
温
、
観
測
史
上
最
高
の

気
温
等
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
に
経
験
し

な
い
豪
雨
と
い
う
言
い
回
し
も
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。 

 

７
月
６
日
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
で
、
大
き
な
浸
水
被
害
の

あ
っ
た
岡
山
県
倉
敷
市
で
は
、
２
年
前
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
地
図
上
で
、
真
備
町
（
ま
び
ち
ょ

う
）
の
大
部
分
は
二
階
の
軒
下
以
上
が
浸
水
す
る
地
域
を
示
す
紫

色
で
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
洪
水
が
起
き
た
場
合
、
浸
水
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
紫
色
の
地
域

は
、
実
際
に
今
回
の
豪
雨
で
浸
水
し
た
地
域
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
真
備
の
住
民
に
、
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

さ
て
東
野
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
西
日
本
豪
雨
を
通
し
て

過
去
の
経
験
よ
り
気
象
庁
や
行
政
の
避
難
指
示
に

従
う
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
情
報
を
い

ち
早
く
入
手
し
、
情
報
の
意
味
を
知
り
、
最
悪
を

想
定
し
命
を
守
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
今
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
た
こ
の
夏
で
し

た
。
（
杉
） 

コミュニティセンターの 

貸館利用停止のお知らせ 

 ８月１日の広報と同時に配布し

ました文書のように、10月1日～

２月中まで大規模改修工事に伴い

貸館利用を停止します。ご迷惑と

ご不便をおかけしますが、ご理解

とご協力をいただきますようお願

いいたします。（振興事務所で扱う

住民票・戸籍等の取得はできます。） 

＊工事のための車両の出入りや落下物  

 等、コミュニティセンター周辺は危 

 険が伴います。コミュニティセン  

 ターや振興事務所への出入りにつき  

 ましては十分ご注意下さい。 

＊安全確保のため。お子さんの周辺へ 

 の立入りは禁止します。  

 

乳
幼
児
学
級
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
で
は
七
月

に
市
の
歯
科
衛
生
士
さ
ん
、
栄
養
士
さ
ん
を

招
い
て
歯
の
こ
と
や
栄
養
に
つ
い
て
の
お
話

を
聞
き
、
八
月
に
は
東
野
お
は
な
し
の
会

『
ち
ち
ん
ぷ
い
』
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
野
菜

い
っ
ぱ
い
の
手
作
り
カ
レ
ー
を
お
母
さ
ん
た

ち
が
手
作
り
し
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑
で
し
た
が

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
経
験
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
！ 

 

十
月
は
晴
れ
た
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
か
ら
宗
久
寺
ま
で
散
策
し
ま
す
。
見
か

け
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！ 

『ちちんぷい』さんによる読み聞かせ 

みんな笑顔でした♪ 

♪すくすくクラブ学級生募集しています♪ 

  

10/25（木） 東野お散歩 

11/20（火） こども園訪問 

12/14（金） 合同ｸﾘｽﾏｽ会 

1/24（木） 食育 

2/28（木） 座談会 

3/28（木） 閉級式 

今 後 の 予 定  乳幼児学級（乳幼児期の家庭教育学級）とは 

 保護者の学び場、保護者同士の交流、親子の交流を

図る場です。ご家族の活動を主体とし、コミュニティ

センターや社会教育指導員が支援します。 

 今年度の活動は残り半年となりましたが、途中か

ら、途中まで、1回のみ、時々になるけど…など、参

加の形態は自由です。ママだけでなく、パパ、おじい

ちゃんおばあちゃんなど保護者の方、ぜひご一緒に！ 

 ご興味のある方、参加してみたい 

という方は東野コミュニティセン 

ターまでご連絡ください！  

※参加費無料。活動によっては実費負担 


